
静かな図書館の奇跡
百年の歴史を持つ図書館を救う、三⼈の奇跡の物語

登場⼈物

サン（25歳）

考古学者・探検家

明るいオレンジ⾊の髪をツーブロック
にし、⼤きな紫⾊の⽬が特徴。古代の
謎を解明することに情熱を注ぐ。常に
古いコンパスを持ち歩き、慎重に謎を
解いていくタイプ。

センにゃん（13歳）

天才少年バイオリニスト

アイドル並みの端正な顔⽴ちで、内気
な性格だが演奏時には情熱的に変貌す
る。練習は⼤の苦⼿で、よく昼寝をし
ている。猫のような繊細さと気まぐれ
さを持つ。

森（28歳）

裁判官

整った⿊髪と鋭い眼光が特徴。仕事で
は真⾯⽬で責任感が強く、プライベー
トでは柔和な⼀⾯を⾒せる。古典⾳楽
や⽂学を愛し、静かな時間を⼤切にす
る。

物語

第⼀章︓偶然の出会い【起】

夏の終わりの午後、都内に残る数少ない古い洋館図書館。百年以上の歴史を持つこの図書館には、それぞれの⽬的で三⼈の⼈物が訪れ
ていた。

考古学者のサンは、次の遺跡発掘に関する古い資料を探して書架を巡っていた。図書館の⼀番奥では、センにゃんが厳しい師匠からの
練習を逃れて居眠りをしていた。三階の古典⽂学コーナーでは、森厳⼈がバッハのレコードについての評論集を⼿に取っていた。

三⼈が偶然出会ったのは、図書館の掲⽰板の前だった。そこには「当図書館は⽼朽化のため、来⽉末をもって閉館し、取り壊さ
れる予定です」という告知が貼られていた。

「この図書館がなくなるの︖」サンは思わず声に出した。
「え…ここがなくなるってこと︖」睡魔と戦いながらセンにゃんも驚いた様⼦で掲⽰を⾒つめる。
「これは…急な話ですね」森も眉をひそめた。

シーン描写プロンプト

古い洋館図書館の掲示板前。紫髪オレンジパーカーのサン（コンパス持ち）、青白い髪と猫耳の少年センにゃん（学生服）、黒髪眼鏡の森厳人（黒い法服）が「図書館閉

館・取り壊し告知」を見ている。高い書架と装飾的な窓のある歴史的な図書館内部、午後の光が差し込む。写実的スタイル。

第⼆章︓挫折と試⾏錯誤【承】

出会った三⼈は、それぞれの⽴場から図書館を救おうと奔⾛する。

サンは建物の歴史的価値を訴えるため、図書館の建築様式や歴史を調査し始めた。センにゃんは⾃分の才能を活かそうと、図書館⽀援
のためのミニコンサートを企画。森厳⼈は法的観点から建物保存の可能性を探り、条例や前例を調査。

しかし、サンは⾏政担当者から「記録的価値は認められない」と断られ、センにゃんのコンサートは内気な性格から宣伝がうまくいか
ず、森厳⼈も「感情論では建物は守れない」という壁にぶつかる。

三⼈はそれぞれの挫折を抱え、図書館のカフェで偶然再会した。

「全然うまくいかないね…」肩を落とすサンに、センにゃんも黙ってうなずく。
「個々の⼒では難しいようですね」森は静かに⾔った。

シーン描写プロンプト

3人の図書館救済活動の三連画。左：紫髪オレンジパーカーのサンが資料室で建築書類とコンパスを広げる。中央：猫耳の少年センにゃんが小ホールでバイオリンを演奏、少

数の観客に向けて。右：黒髪眼鏡の森厳人が行政担当者に法的書類を示す。3シーンは同じ光の色調で、図書館の建築要素が背景に。写実的スタイル。



第三章︓発⾒と決意【転】

落胆する三⼈だったが、センにゃんがふと書架の間に⾒慣れない扉を⾒つける。「あそこ、前から開いてたっけ︖」

好奇⼼旺盛なサンが先導し、三⼈は普段は⽴ち⼊り禁⽌の図書館の地下室へと⾜を踏み⼊れた。そこで彼らが発⾒したのは、明治時代
の貴重な⽂化財や、当時の建築家の設計図だった。

「これは…⼤発⾒だよ︕」サンの⽬が輝いた。
「すごい…」センにゃんも眠気を忘れて興奮している。
「これは法的保護の根拠になる可能性があります」森も真剣な表情になった。

そして彼らは図書館の秘密を探る中で、この建物が著名な建築家の初期作品であり、当時の先進的な技術が使われていることを
突き⽌めた。さらに地下室の⼀⾓からは、歴史的に価値のある楽譜のコレクションも⾒つかった。

三⼈は⾃分たちの専⾨性を活かして協⼒することを決意する。

「僕の考古学の知識と」
「ボクの⾳楽の⼒と」
「私の法律の知識で」
「この図書館を救おう︕」

シーン描写プロンプト

図書館地下室での発見場面。天井の一つのランプが3人を照らす。中央に紫髪オレンジパーカーのサンが古い設計図を掲げる。左で猫耳のセンにゃんが宝箱から古い楽譜を取

り出す。右で黒髪眼鏡の森厳人がシャツ姿で文書を調査。地下室には明治時代の宝物（本、楽譜、設計図）が散乱し、埃が光の中で舞う。神秘的な雰囲気。写実的画像。

第四章︓救済と新たな始まり【結】

三⼈はそれぞれの強みを活かして⾏動を開始した。

サンは建物の歴史的価値を証明する資料をまとめ、⽂化財保護団体に働きかけた。センにゃんは発⾒された古い楽譜をもとに特別演奏
会を開催し、多くの⼈々に図書館の⽂化的価値を伝えた。森厳⼈は法的観点から建物保存の申⽴てを⾏い、⾏政との交渉を進めた。

彼らの努⼒は実を結び、図書館は「歴史的建造物」として保存されることが決定。さらに改修⼯事が⾏われ、「⽂化交流センター」と
して⽣まれ変わることになった。

⼯事開始前の最後の⽇、三⼈は図書館の屋上で⼣⽇を眺めていた。

「僕たちってすごいチームだったね」サンが笑った。
「まあね」センにゃんは照れながらも満⾜げな表情。
「偶然の出会いが、こんな結果をもたらすとは」森も珍しく柔らかな笑顔を⾒せた。

それは三⼈にとって特別な夏の終わりの思い出となった。そして彼らの友情は、この図書館と同じく、これからも続いていくの
だった。

シーン描写プロンプト

図書館屋上での夕暮れの勝利場面。3人が手すりに並び、背後に黄金の夕日と救われた洋館図書館のシルエット。紫髪オレンジパーカーのサン（コンパス持ち）が両腕を広

げ、猫耳のセンにゃんがバイオリンを持ち微笑み、黒髪眼鏡の森厳人がくつろいだスーツ姿で微笑む。屋上には鉢植えと建築装飾。温かな夕日の光。写実的画像。

テーマと教訓

多様性の⼒︓異なる才能・専⾨知識を持つ⼈々が協⼒することで⼤きな困難を乗り越えられる
⽂化的保存の重要性︓歴史的建造物や⽂化遺産は⼀度失われると取り戻せない
偶然の出会いが⼈⽣を変える︓予期せぬ出会いが⼈⽣の転機となることがある
情熱と忍耐︓最初の挫折に負けず、新たな⽅法を探し続けることの⼤切さ
既存の知識にとらわれない視点︓従来の⾒⽅では気づかなかった価値を発⾒する重要性
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